
「
瀬
名
の
郷
倉
」
を
動

画
で
い
つ
で
も
視
聴
で

き
ま
す
。
（
２
本
）

一
つ
は
静
岡

県
の
Ｈ
Ｐ
。
令

和

３

年

度

に

「
ふ
じ
の
く
に

文
化
財
保
存
・

活
用
推
進
団
体
」

に
認
定
さ
れ
た

３
団
体
の
活
動

と
、
地
域
と
と

も
に
継
承
さ
れ

て
い
る
文
化
財
の
紹
介
で
す
。

「
瀬
名
郷
倉
」
と
袋
井
市

「
久
野
城
址
」

磐
田
市
「
見

付
宿
」
の
３

つ
が
あ
り
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
毎
週
日
曜

の
お
昼
に
放
送
さ
れ
て
い
る

Ｓ
Ｂ
Ｓ
の
ミ
ニ
番
組
「
静
岡

市

歴
史
め
ぐ
り

ま
ち
噺
し
」
。

春
風
亭
昇
太
師
匠
の
親
し
み

や
す
い
語
り
の
２
分
30
秒
の

番
組
。
昨
年
、

12

月
18

日
に

放
送
さ
れ
た

「
麻
機
沼
と

郷
倉
」
で
す
。

竜
爪
中
学
の
学
区
探
訪

竜
爪
中
学
校
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
一
環
で
、
昨
年

に
引
き
続
き
、
学
区
探
訪
を

実
施
。

５
月
15
日
（
月
）
、
当
会

の
事
務
局
長
が
、
１
年
生
の

み
な
さ
ん
に
、
今
年
の
大
河

ド
ラ
マ
『
ど
う
す
る
家
康
』

に
ち
な
み
、
瀬
名
姫
の
話
を

メ
イ
ン
に
、
「
瀬
名
の
郷
倉

と
番
屋
」
を
含
む
地
域
の
歴

史
に
つ
い
て
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

翌
５
月
16
日
（
火
）
、
１

年
生
の
み
な
さ
ん
１
３
０
名

が
郷
倉
と
番
屋
を
探
訪
さ
れ

ま
し
た
。
郷
倉
で
は
実
際
に

火
縄
銃
や
刀
を
持
っ
て
み
て
、

そ
の
質
感
や
重
さ
を
体
感
。

番
屋
で
は
機
織
り
も
体
験
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

番
屋
で
裂
織
に

さ
き
お
り

チ
ャ
レ
ン
ジ

裂
織
と
は
、
布
が
貴
重
だ
っ

さ
き
お
り

た
時
代
、
使
い
古
し
た
布
を

捨
て
ず
に
、
新
た
な
布
と
し

て
再
生
さ
せ
た
織
物
で
す
。

「
も
っ
た
い
な
い
」
精
神
を

生
か
し
た
日
本
古
来
の
ア
ッ

プ
サ
イ
ク
ル
と
い
え
ま
す
。

手
取
り
足
と
り
指
導
し

ま
す
の
で
、
小
学
一
年
生

以
上
の
方
な
ら
ど
な
た
で

も
織
れ
ま
す
。

日
時

毎
月
第
二
土
曜
日

９
時
30
分
～
12
時

会
場

番
屋
（
郷
倉
の
隣
の
建
物
）

参
加
費

五
百
円

高
校
生
以
下
は
無
料

持
ち
物

よ
こ
糸
に
使
用
す
る
衣
類
。

（
衣
類
を
１
～
２
㎝
の
テ
ー

プ
状
に
切
っ
て
使
い
ま
す
。
）

何
度
も
洗
濯
を
し
た
綿
１
０

０
％
の
パ
ジ
ャ
マ
や
Ｔ
シ
ャ

ツ
（
３
着
く
ら
い
）
な
ど
。

（
新
品
の
布
を
使
っ
た
時
よ

り
も
肌
触
り
の
良
い
布
に
仕

上
が
り
ま
す
。
）
よ
く
切
れ

る
裁
ち
ば
さ
み
と
エ

プ
ロ
ン
も
ご
準
備
く

だ
さ
い
。

織
っ
て
み
た
い
方

は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
し

込
み
下

さ
い
。
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毎
日
の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
に

遺
さ
れ
た
民
具
を
と
お
し
て

古
人
の
心
と

そ
の
生
活
の
知
恵
を
知
ろ
う

火
縄
銃
は
銃
刀
法
で
厳
重
な
管
理
を
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
手
に
す
る
機
会
が

め
っ
た
に
な
い
火
縄
銃
を
持
つ
生
徒
さ
ん

番屋にある昔ながらの手織り機で

裂織にチャレンジする生徒さん



ハ
エ
取
り

棒
と
ハ
エ
取

り
ビ
ン
は
、

ハ
エ
が
暮
ら

し
の
中
に
あ

た
り
ま
え
に

い
た
明
治
以

降
の
、
ハ
エ

を
捕
殺
す
る

道
具
。
他
に
、

天
井
か
ら
吊

る
し
て
使
う
ハ
エ
取
り
リ
ボ

ン
も
あ
り
ま
し
た
。↓

昨
年
度
10

月
か
ら
２
月

に
か
け
て
開

催
さ
れ
た
全

５
回
の
講
座

を
、
郷
倉
保

存
会
の
会
員

６
名
も
受
講

し
ま
し
た
。

講
座
の
参

加
者
全
員
で

作
り
上
げ
た

歴
史
資
料
の

カ
ー
ド
32

枚

の
中
か
ら
、
「
郷
倉
と
番
屋
」

を
紹
介
し
ま
す
。
カ
ー
ド
の

大
き
さ
は
21
㎝×

15
㎝
。
左

図
は
カ
ー
ド
の
表
。
左
下
図

が
カ
ー
ド
の
裏
面
で
す
。

郷
倉
と
番
屋
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
頂
け
れ
ば
公
開

日
以
外
に
も
、
オ
ー
プ
ン
い

た
し
ま
す
。
会
長
（
三
浦
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

０
９
０-

３
３
８
８-

５
６
５
５
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郷倉と番屋の
公開日

毎月第二土曜日

９：30～12：00

収蔵品

あれこれ

ハエ取り棒
ハエ取りビン

ハエ取りビン
左右のイラストは広島市郷土資

料館の許可を頂き転載しました。

ハエ取り棒

丸源商店さん

より寄贈

長さ 925mm

棒の径 15mm

上部ロートの

径 70mm

下部の径
40mm

西奈生涯学習センター主催の講座

西奈地域の歴史資料作り

常
葉
大
学
の
学
生
さ
ん

が
郷
倉
の
民
具
で
授
業

を
履
修

昨
年
度
、
常
葉
大
学
造
形

学
部
の
学
生
さ
ん
31
名
が
、

授
業
で
郷
倉
の
民
具
を
実
測
、

作
図
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
成

果
で
あ
る
食
生
活
用
具
を
中

心
に
54
図
を
掲
載
し
た
冊
子
、

『
瀬
名
の
郷
倉
所
蔵

民
具

実
測
図
集
Ⅰ
』
50
部
を
ご
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
生
さ
ん
達
の
力
作
を
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

クイズの答え「うるさい」

会 員 募 集

郷倉保存会では、随時

会員を募集しております。

問合せ・申込（伊久美）

０９０-６５８３-２９４５

ク
イ
ズ
？
？
？

「
五
月
蝿
い
」

さ
て
、
な
ん
と
読
む
の
で

し
ょ
う
か
？
（
答
は
こ
の
頁
の
左
下
）

③フタをはずして、水ごと
ハエを捨てて始末する

①においに誘われてハエが
下の隙間から入ってくる

②ハエが水や
米のとぎ汁に
落ちて死ぬ


